
東京都千代田区丸の内一丁目 9番 1号
お問い合わせ先（コールセンター）
TEL 0 1 2 0 ― 1 0 6 2 1 2
　　　（営業日の 9：00～17：00）
h t t p : / /www . d a iw a－am . c o . j p /

受益者のみなさまへ

毎々、格別のご愛顧にあずかり厚くお礼申
し上げます。

さて、「ダイワ・インド・ルピー債オープ
ン（毎月分配型）」は、このたび、第₄₂期の
決算を行ないました。

ここに、第₃₇期～第₄₂期中の運用状況をご
報告申し上げます。

今後とも一層のお引立てを賜りますよう、
お願い申し上げます。

<4839>

ダイワ・インド・ルピー債
オープン（毎月分配型）

★当ファンドの仕組みは次の通りです。
商 品 分 類 追加型投信／海外／債券
信 託 期 間 約₁₀年間（₂₀₁₁年₁₁月₁₆日～₂₀₂₁年₁₁月₁₂日）

運 用 方 針 信託財産の着実な成長と安定した収益の確保をめざして
運用を行ないます。

主要投資対象

ベ ビ ー フ ァ ン ド ダイワ・インド・ルピー債マザーファ
ンドの受益証券

ダイワ・インド・ルピー債
マ ザ ー フ ァ ン ド

イ．インド・ルピー建ての債券 
ロ ．インド・ルピー以外の通貨建て

の債券のうち、次のもの
　ⅰ ．インドの政府、政府関係機関

および企業が発行する債券
　ⅱ．国際機関等が発行する債券
　　※ 以下、イ．およびロ．の債券

を総称して「インド債券等」
といいます。

マザーファンド
の 運 用 方 法

①主として、インド債券等に投資することにより信託財
産の着実な成長と安定した収益の確保をめざして運用を
行ないます。
②運用にあたっては、以下の方針を基本とします。
　イ．投資対象は、次の債券とします。
　　ⅰ．インド・ルピー建ての債券 
　　ⅱ ．インド・ルピー以外の通貨建ての債券のうち、

次のもの 
　　　ａ ．インドの政府、政府関係機関および企業（※）

が発行する債券 
　　　ｂ ．国際機関等が発行する債券

（※ ）インドの企業とは、インド国内に本社を置
いている企業等、委託会社がインドの企業で
あると判断した企業とします。

（注 ）国際機関等が発行する債券への投資割合
は、投資枠の獲得状況等によって高くなる場
合があります。

　ロ ．インド・ルピー以外の通貨建ての債券に投資する
場合、原則として、為替予約取引および直物為替先
渡取引等を活用し、実質的にインド・ルピー建てと
なるように為替取引を行ないます。

　ハ ．金利や物価の動向、経済情勢や市場環境等を勘案
し、ポートフォリオを構築します。

③外貨建資産の運用にあたっては、ダイワ・ポートフォ
リオ・アドバイザリー（インド）プライベート・リミテ
ッドおよび SBI Funds Management Private Limited の
助言を受けます。
④為替変動リスクを回避するための為替ヘッジは原則と
して行ないません。

組 入 制 限

ベ ビ ー フ ァ ン ド の
マザーファンド組入上限比率 無制限

マ ザ ー フ ァ ン ド の
株 式 組 入 上 限 比 率 純資産総額の10％以下

分 配 方 針

分配対象額は、経費控除後の配当等収益と売買益（評価
益を含みます。）等とし、当初設定から 1 年以内に分配
を開始し、分配開始後は、原則として、継続的な分配を
行なうことを目標に分配金額を決定します。ただし、分
配対象額が少額の場合には、分配を行なわないことがあ
ります。

当ファンドは、ファミリーファンド方式で運用を行ないます。ファミリー
ファンド方式とは、受益者からの資金をまとめてベビーファンド（当ファ
ンド）とし、その資金を主としてマザーファンドの受益証券に投資して、
実質的な運用をマザーファンドで行なう仕組みです。

運用報告書（全体版）
第37期（決算日　2014年12月12日）
第38期（決算日　2015年 1 月13日）
第39期（決算日　2015年 2 月12日）
第40期（決算日　2015年 3 月12日）
第41期（決算日　2015年 4 月13日）
第42期（決算日　2015年 5 月12日）



ダイワ・インド・ルピー債オープン（毎月分配型）

■最近30期の運用実績

決 算 期
基 準 価 額 ＪＰモルガン　ＧＢＩ－ＥＭ　インド

（円換算） 公 社 債
組入比率

純 資 産
総 額

（分配落） 税込み
分配金

期　中
騰落率 （参考指数） 期　中

騰落率
円 円 ％ ％ ％ 百万円

₁₃期末（2012年₁₂月12日） ₁₁, ₅₂₅ ₂₀ ₅. ₄ ₁₁, ₃₆₇ ₅. ₇ ₉₃. ₀ ₅₁₅
₁₄期末（2013年 ₁ 月15日） ₁₂, ₆₅₀ ₂₀ ₉. ₉ ₁₂, ₅₈₀ ₁₀. ₇ ₉₂. ₈ ₅₆₅
₁₅期末（2013年 ₂ 月12日） ₁₃, ₄₈₇ ₂₀ ₆. ₈ ₁₃, ₄₄₂ ₆. ₈ ₉₂. ₃ ₆₀₂
₁₆期末（2013年 ₃ 月12日） ₁₃, ₆₅₉ ₂₀ ₁. ₄ ₁₃, ₆₈₀ ₁. ₈ ₉₁. ₉ ₄₇₃
₁₇期末（2013年 ₄ 月12日） ※ ₁₁, ₂₇₈ ₆₀ ※ ₃. ₈ ₁₄, ₂₃₄ ₄. ₀ ₉₂. ₀ ₄₈₉
₁₈期末（2013年 ₅ 月13日） ₁₁, ₅₇₃ ₆₀ ₃. ₁ ₁₄, ₇₇₈ ₃. ₈ ₉₆. ₁ ₆₀₆
₁₉期末（2013年 ₆ 月12日） ₁₀, ₄₁₇ ₆₀ △ ₉. ₅ ₁₃, ₃₂₃ △ ₉. ₈ ₉₆. ₇ ₅₇₈
₂₀期末（2013年 ₇ 月12日） ₁₀, ₂₅₈ ₆₀ △ ₁. ₀ ₁₃, ₂₆₁ △ ₀. ₅ ₉₅. ₆ ₅₈₅
₂₁期末（2013年 ₈ 月12日） ₉, ₃₈₉ ₆₀ △ ₇. ₉ ₁₂, ₁₄₂ △ ₈. ₄ ₉₄. ₉ ₅₃₈
₂₂期末（2013年 ₉ 月12日） ₉, ₂₀₃ ₆₀ △ ₁. ₃ ₁₂, ₀₁₀ △ ₁. ₁ ₉₄. ₈ ₅₁₈
₂₃期末（2013年₁₀月15日） ₉, ₃₁₂ ₆₀ ₁. ₈ ₁₂, ₃₂₃ ₂. ₆ ₉₄. ₄ ₅₂₆
₂₄期末（2013年₁₁月12日） ₉, ₁₅₅ ₆₀ △ ₁. ₀ ₁₂, ₀₁₁ △ ₂. ₅ ₉₃. ₉ ₁, ₄₉₈
₂₅期末（2013年₁₂月12日） ₉, ₇₆₃ ₆₀ ₇. ₃ ₁₂, ₈₉₈ ₇. ₄ ₉₃. ₄ ₁, ₆₀₁
₂₆期末（2014年 ₁ 月14日） ₉, ₈₇₉ ₆₀ ₁. ₈ ₁₃, ₁₃₃ ₁. ₈ ₉₂. ₈ ₁, ₆₃₀
₂₇期末（2014年 ₂ 月12日） ₉, ₆₂₇ ₆₀ △ ₁. ₉ ₁₂, ₉₀₄ △ ₁. ₇ ₉₄. ₆ ₁, ₆₀₈
₂₈期末（2014年 ₃ 月12日） ₉, ₈₂₉ ₆₀ ₂. ₇ ₁₃, ₃₁₁ ₃. ₂ ₉₅. ₆ ₁, ₆₄₄
₂₉期末（2014年 ₄ 月14日） ₉, ₇₉₆ ₆₀ ₀. ₃ ₁₃, ₃₆₂ ₀. ₄ ₉₆. ₅ ₁, ₆₄₁
₃₀期末（2014年 ₅ 月12日） ₁₀, ₀₅₄ ₆₀ ₃. ₂ ₁₃, ₇₇₈ ₃. ₁ ₉₆. ₄ ₁, ₆₈₆
₃₁期末（2014年 ₆ 月12日） ₁₀, ₃₈₅ ₆₀ ₃. ₉ ₁₄, ₃₆₇ ₄. ₃ ₉₆. ₉ ₁, ₆₂₂
₃₂期末（2014年 ₇ 月14日） ₁₀, ₀₅₄ ₆₀ △ ₂. ₆ ₁₃, ₉₆₆ △ ₂. ₈ ₉₇. ₆ ₁, ₅₇₃
₃₃期末（2014年 ₈ 月12日） ₉, ₉₀₂ ₆₀ △ ₀. ₉ ₁₃, ₉₀₆ △ ₀. ₄ ₉₆. ₇ ₁, ₅₄₉
₃₄期末（2014年 ₉ 月12日） ₁₀, ₅₁₇ ₆₀ ₆. ₈ ₁₄, ₈₆₄ ₆. ₉ ₉₇. ₀ ₁, ₆₆₂
₃₅期末（2014年₁₀月14日） ₁₀, ₅₅₀ ₆₀ ₀. ₉ ₁₄, ₉₉₃ ₀. ₉ ₉₇. ₀ ₁, ₆₆₉
₃₆期末（2014年₁₁月12日） ₁₁, ₅₅₁ ₆₀ ₁₀. ₁ ₁₆, ₅₅₂ ₁₀. ₄ ₉₇. ₀ ₁, ₈₀₉
₃₇期末（2014年₁₂月12日） ₁₁, ₉₉₈ ₆₀ ₄. ₄ ₁₇, ₂₉₉ ₄. ₅ ₉₇. ₅ ₁, ₈₇₇
₃₈期末（2015年 ₁ 月13日） ₁₁, ₉₀₀ ₆₀ △ ₀. ₃ ₁₇, ₂₈₉ △ ₀. ₁ ₉₇. ₃ ₁, ₈₉₁
₃₉期末（2015年 ₂ 月12日） ₁₂, ₁₈₆ ₆₀ ₂. ₉ ₁₇, ₈₁₄ ₃. ₀ ₉₇. ₂ ₂, ₀₂₄
₄₀期末（2015年 ₃ 月12日） ₁₂, ₁₆₄ ₆₀ ₀. ₃ ₁₇, ₉₄₂ ₀. ₇ ₉₂. ₆ ₂, ₀₅₂
₄₁期末（2015年 ₄ 月13日） ₁₂, ₁₄₇ ₆₀ ₀. ₄ ₁₈, ₀₃₄ ₀. ₅ ₉₇. ₆ ₂, ₀₅₉
₄₂期末（2015年 ₅ 月12日） ₁₁, ₆₃₂ ₆₀ △ ₃. ₇ ₁₇, ₄₃₁ △ ₃. ₃ ₉₆. ₄ ₂, ₀₀₁

（注 ₁ ）基準価額の騰落率は分配金込み。
（注 ₂ ） ＪＰモルガン　ＧＢＩ－ＥＭ　インド（円換算）は、ＪＰモルガン　ＧＢＩ－ＥＭ　インド（インド・ルピーベース）をもとに円換算し、

当ファンド設定日を₁₀, ₀₀₀として大和投資信託が計算したものです。ＪＰモルガン　ＧＢＩ－ＥＭ　インド（インド・ルピーベース）は、
信頼性が高いとみなす情報に基づき作成していますが、J. P.  Morgan はその完全性・正確性を保証するものではありません。本指数は許
諾を受けて使用しています。J. P.  Morgan からの書面による事前承認なしに本指数を複製・使用・頒布することは認められていません。
Copyright ₂₀₁₄,  J. P.  Morgan Chase & Co.  All rights reserved.

（注 ₃ ）海外の指数は、基準価額への反映を考慮して、現地前営業日の終値を採用しています。
（注 ₄ ） 公社債組入比率は、マザーファンドの組入比率を当ファンドベースに換算したものを含みます。
（注 ₅ ）公社債組入比率は新株予約権付社債券（転換社債券）および債券先物を除きます。
※ ₂₀₁₃年 ₃ 月₂₈日に受益権 ₈ 口に対して₁₀口の割合で分割を行ないました。第₁₇期末の基準価額は受益権の分割の影響を受けています。また、第₁₇

期末の期中騰落率は、受益権の分割が基準価額に与えた影響を除いた数値です。
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ダイワ・インド・ルピー債オープン（毎月分配型）

■当作成期間（第37期～第42期）中の基準価額と市況の推移

年 月 日
基 準 価 額 ＪＰモルガン ＧＢＩ－ＥＭ　インド

（円換算） 公 社 債
組 入 比 率

騰 落 率 （参考指数） 騰 落 率
円 ％ ％ ％

第₃₇期
（期首）₂₀₁₄年₁₁月₁₂日 ₁₁, ₅₅₁ ― ₁₆, ₅₅₂ ― ₉₇. ₀

₁₁月末 ₁₁, ₈₂₉ ₂. ₄ ₁₆, ₉₀₃ ₂. ₁ ₉₆. ₈
（期末）₂₀₁₄年₁₂月₁₂日 ₁₂, ₀₅₈ ₄. ₄ ₁₇, ₂₉₉ ₄. ₅ ₉₇. ₅

第₃₈期
（期首）₂₀₁₄年₁₂月₁₂日 ₁₁, ₉₉₈ ― ₁₇, ₂₉₉ ― ₉₇. ₅

₁₂月末 ₁₁, ₈₁₂ △ ₁. ₆ ₁₇, ₀₆₃ △ ₁. ₄ ₉₇. ₆
（期末）₂₀₁₅年 ₁ 月₁₃日 ₁₁, ₉₆₀ △ ₀. ₃ ₁₇, ₂₈₉ △ ₀. ₁ ₉₇. ₃

第₃₉期
（期首）₂₀₁₅年 ₁ 月₁₃日 ₁₁, ₉₀₀ ― ₁₇, ₂₈₉ ― ₉₇. ₃

₁ 月末 ₁₂, ₁₄₆ ₂. ₁ ₁₇, ₆₇₄ ₂. ₂ ₉₇. ₈
（期末）₂₀₁₅年 ₂ 月₁₂日 ₁₂, ₂₄₆ ₂. ₉ ₁₇, ₈₁₄ ₃. ₀ ₉₇. ₂

第₄₀期
（期首）₂₀₁₅年 ₂ 月₁₂日 ₁₂, ₁₈₆ ― ₁₇, ₈₁₄ ― ₉₇. ₂

₂ 月末 ₁₂, ₂₆₁ ₀. ₆ ₁₇, ₉₄₃ ₀. ₇ ₉₇. ₈
（期末）₂₀₁₅年 ₃ 月₁₂日 ₁₂, ₂₂₄ ₀. ₃ ₁₇, ₉₄₂ ₀. ₇ ₉₂. ₆

第₄₁期
（期首）₂₀₁₅年 ₃ 月₁₂日 ₁₂, ₁₆₄ ― ₁₇, ₉₄₂ ― ₉₂. ₆

₃ 月末 ₁₂, ₀₈₆ △ ₀. ₆ ₁₇, ₈₉₅ △ ₀. ₃ ₉₇. ₁
（期末）₂₀₁₅年 ₄ 月₁₃日 ₁₂, ₂₀₇ ₀. ₄ ₁₈, ₀₃₄ ₀. ₅ ₉₇. ₆

第₄₂期
（期首）₂₀₁₅年 ₄ 月₁₃日 ₁₂, ₁₄₇ ― ₁₈, ₀₃₄ ― ₉₇. ₆

₄ 月末 ₁₁, ₈₀₂ △ ₂. ₈ ₁₇, ₅₃₄ △ ₂. ₈ ₉₆. ₈
（期末）₂₀₁₅年 ₅ 月₁₂日 ₁₁, ₆₉₂ △ ₃. ₇ ₁₇, ₄₃₁ △ ₃. ₃ ₉₆. ₄

（注）期末基準価額は分配金込み、騰落率は期首比。
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第42期末
（2015. 5. 12）

第36期末
（2014. 11. 12）

第37期末
（2014. 12. 12）

第38期末
（2015. 1. 13）

第39期末
（2015. 2. 12）

第40期末
（2015. 3. 12）

第41期末
（2015. 4. 13）

基準価額（左軸）　　　　分配金再投資基準価額（左軸）　　　　純資産総額（右軸）
＊ 分配金再投資基準価額は、分配金（税込み）を分配時に再投資したものとみなして計算したもので、ファンド運用の実質的なパフォーマンスを示す

ものであり、お客さまの損益の状況を示すものではありません。 
＊ 分配金を再投資するかどうかについては、お客さまが利用するコースにより異なります。また、分配金の課税条件は、ファンドの購入価額により異

なります。
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ダイワ・インド・ルピー債オープン（毎月分配型）

《運用経過》

◆基準価額等の推移について
【基準価額・騰落率】

第₃₇期首：₁₁, ₅₅₁円　第₄₂期末：₁₁, ₆₃₂円（既払分配金₃₆₀円）　騰落率：₃. ₈％（分配金再投資ベース）
【基準価額の主な変動要因】

主にインド・ルピー建ての債券に投資した結果、インド・ルピーは対円で小幅に下落しましたが債券価格の上昇が寄与
し、基準価額は値上がりしました。債券の利息収入は安定的に基準価額の値上がり要因となりました。

◆投資環境について
○インド債券市況

当作成期間を通じてみると、金利は低下（債券価格は上昇）しました。第₃₇期首から₂₀₁₅年 ₁ 月までは、市場でＲＢＩ
（インド準備銀行）の利下げ期待が高まっていたことから、金利は低下しました。実際にＲＢＩは ₁ 月に₀. ₂₅％政策金利
を引下げました。債券市場では利下げ観測が継続し、 ₃ 月も政策金利は追加的に引下げられましたが、為替相場が軟調に
なったことなどから、金利は第₄₂期末にかけて横ばいからやや上昇しました。

○為替相場
当作成期間を通じてみると、インド・ルピーの対円レートは横ばいで推移しました。モディ政権による経済改革が市場

から好感されたほか、日銀の追加緩和などが上昇要因となりました。一方で、原油市況の下落によりインド・ルピーをは
じめとした新興国通貨全般の投資センチメントを冷やしたことや、外国人投資家に対する不透明な税制問題などが下落要
因となりました。

◆前作成期間末における「今後の運用方針」

当ファンドの商品性格に鑑み、引続き、「ダイワ・インド・ルピー債マザーファンド」の受益証券を高位で組入れ、信
託財産の着実な成長と安定した収益の確保をめざして運用を行ないます。

マザーファンドの運用につきましては、主として、インド債券等に投資することにより、信託財産の着実な成長と安定
した収益の確保をめざして運用を行ないます。

債券ポートフォリオにつきましては、インド・ルピー建ての債券とインド・ルピー以外の通貨建ての債券に投資しま
す。インド・ルピー以外の通貨建て債券に投資する場合、原則として、為替予約取引および直物為替先渡取引等を活用
し、実質的にインド・ルピー建てとなるように為替取引を行ないます。実際の運用においては、政策金利の見通し、金融
市場の動向、経済のファンダメンタルズなどを勘案し運用いたします。

◆ポートフォリオについて
○当ファンド

「ダイワ・インド・ルピー債・マザーファンド」の受益証券を通じて、インド・ルピー建債券等に投資し、信託財産の
着実な成長と安定した収益の確保をめざしました。

○ダイワ・インド・ルピー債・マザーファンド
債券ポートフォリオは、国債を中心に国際機関債や社債等のインド・ルピー建債券に投資しました。また、米ドル建債

券にも投資しましたが、為替予約取引および直物為替先渡取引等を活用し、実質的にインド・ルピー建てとなるように為
替取引を行ないました。
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ダイワ・インド・ルピー債オープン（毎月分配型）

◆ベンチマークとの差異について
当ファンドは運用の評価または目標基準となるベンチマークを設けておりません。
以下のグラフは、当ファンドの基準価額と参考指数との騰落率の対比です。参考指数はインド債券市場の動向を表す代表

的な指数として掲載しております。

（％）
5. 0
4. 0
3. 0
2. 0
1. 0
0. 0

-1. 0
-2. 0
-3. 0
-4. 0
-5. 0

第37期
（2014. 11. 12～
　2014. 12. 12）

第38期
（2014. 12. 12～
 2015. 1. 13）

第39期
（2015. 1. 13～
　2015. 2. 12）

第40期
（2015. 2. 12～
　2015. 3. 12）

第41期
（2015. 3. 12～
　2015. 4. 13）

第42期
（2015. 4. 13～
　2015. 5. 12）

基準価額
JPモルガン GBI-EM インド（円換算）

◆分配金について
【収益分配金】

第₃₇期から第₄₂期の ₁ 万口当り分配金（税込み）はそれぞれ60円といたしました。
■分配原資の内訳（ 1 万口当り）

項 目
第₃₇期 第₃₈期 第₃₉期 第₄₀期 第₄₁期 第₄₂期

₂₀₁₄年₁₁月₁₃日 ₂₀₁₄年₁₂月₁₃日 ₂₀₁₅年 ₁ 月₁₄日 ₂₀₁₅年 ₂ 月₁₃日 ₂₀₁₅年 ₃ 月₁₃日 ₂₀₁₅年 ₄ 月₁₄日
～₂₀₁₄年₁₂月₁₂日 ～₂₀₁₅年 ₁ 月₁₃日 ～₂₀₁₅年 ₂ 月₁₂日 ～₂₀₁₅年 ₃ 月₁₂日 ～₂₀₁₅年 ₄ 月₁₃日 ～₂₀₁₅年 ₅ 月₁₂日

当期分配金（税込み）（円） ₆₀ ₆₀ ₆₀ ₆₀ ₆₀ ₆₀
対基準価額比率（％） ₀. ₅₀ ₀. ₅₀ ₀. ₄₉ ₀. ₄₉ ₀. ₄₉ ₀. ₅₁
当 期 の 収 益（円） ₆₀ ₅₈ ₆₀ ₅₄ ₆₀ ₅₃
当期の収益以外（円） ― ₁ ― ₅ ― ₆

翌 期 繰 越 分 配 対 象 額（円） ₅, ₄₃₆ ₅, ₄₃₆ ₅, ₆₄₀ ₅, ₆₃₅ ₅, ₆₃₇ ₅, ₆₃₁
（注 ₁ ） 「当期の収益」は「経費控除後の配当等収益」および「経費控除後の有価証券売買等損益」から分配に充当した金額です。また、「当期の収益以外」は「収益調整金」

および「分配準備積立金」から分配に充当した金額です。     
（注 ₂ ） 円未満は切捨てており、当期の収益と当期の収益以外の合計が当期分配金（税込み）に合致しない場合があります。    
（注 ₃ ） 当期分配金の対基準価額比率は当期分配金（税込み）の期末基準価額（分配金込み）に対する比率で、ファンドの収益率とは異なります。

【決定根拠、留保益の今後の運用方針】
収益分配金の決定根拠は下記の「収益分配金の計算過程（ ₁ 万口当り）」をご参照ください。
なお、留保益につきましては、運用方針に基づき運用させていただきます。

■収益分配金の計算過程（ 1 万口当り）
項 目 第37期 第38期 第39期 第40期 第41期 第42期

（ａ）経 費 控 除 後 の 配 当 等 収 益 ₆₇. ₀₅円 ₅₈. ₈₂円 ₆₅. ₇₉円 ₅₄. ₂₂円 ₆₁. ₈₄円 ₅₃. ₄₇円
（ｂ）経費控除後の有価証券売買等損益 ₄₃₈. ₀₆  ₀. ₀₀ ₁₉₆. ₀₉  ₀. ₀₀  ₀. ₀₀  ₀. ₀₀
（ｃ）収 益 調 整 金 ₂, ₉₉₈. ₁₅ ₃, ₀₇₂. ₀₁ ₃, ₂₃₄. ₃₄ ₃, ₂₇₄. ₅₀ ₃, ₂₉₅. ₈₂ ₃, ₃₃₈. ₂₄
（ｄ）分 配 準 備 積 立 金 ₁, ₉₉₂. ₉₄ ₂, ₃₆₅. ₄₀ ₂, ₂₀₄. ₄₂ ₂, ₃₆₆. ₇₂ ₂, ₃₄₀. ₀₃ ₂, ₃₀₀. ₀₅
（ｅ）当期分配対象額（ａ＋ｂ＋ｃ＋ｄ） ₅, ₄₉₆. ₂₂ ₅, ₄₉₆. ₂₄ ₅, ₇₀₀. ₆₆ ₅, ₆₉₅. ₄₆ ₅, ₆₉₇. ₆₉ ₅, ₆₉₁. ₇₈
（ｆ）分 配 金 ₆₀. ₀₀ ₆₀. ₀₀ ₆₀. ₀₀ ₆₀. ₀₀ ₆₀. ₀₀ ₆₀. ₀₀
（ｇ）翌期繰越分配対象額（ｅ－ｆ） ₅, ₄₃₆. ₂₂ ₅, ₄₃₆. ₂₄ ₅, ₆₄₀. ₆₆ ₅, ₆₃₅. ₄₆ ₅, ₆₃₇. ₆₉ ₅, ₆₃₁. ₇₈
（注）下線を付した該当項目から分配金を計上しています。
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ダイワ・インド・ルピー債オープン（毎月分配型）

《今後の運用方針》

○当ファンド
「ダイワ・インド・ルピー債・マザーファンド」の受益証券を通じて、インド・ルピー建債券等に投資し、信託財産の着

実な成長と安定した収益の確保をめざします。
○ダイワ・インド・ルピー債・マザーファンド

インドはモディ首相を軸に経済改革を進めており、今後の高い経済成長が期待できる新興国の一つです。利回り水準も高
く、長期保有に適した魅力的な投資対象です。債券ポートフォリオはインド・ルピー建ての債券を中心に運用します。ま
た、一部米ドル建債券を組入れて運用する方針です。なお米ドル建債券は、ＮＤＦ取引を利用して実質的にルピーを保有す
るのと同様の効果が得られるよう努めます。

■ 1 万口当りの費用の明細

項　　　目
第₃₇期～第₄₂期

項　　目　　の　　概　　要（₂₀₁₄. ₁₁. ₁₃～₂₀₁₅. ₅. ₁₂）
金　額 比　率

信託報酬  ₈₆円 ₀. ₇₁₅％ 信託報酬＝期中の平均基準価額×信託報酬率 
　　　　　期中の平均基準価額（月末値の平均値）は₁₁, ₉₈₇円です。

（投信会社）  （₃₈）  （₀. ₃₂₀） 投信会社分は、ファンドの運用と調査、受託銀行への運用指図、基準価額の計算、目論見書・運用報告書の作成等の対価
（販売会社）  （₄₅）  （₀. ₃₇₄） 販売会社分は、運用報告書等各種書類の送付、口座内での各ファンドの管理、購入後の情報提供等の対価
（受託銀行）  （₃）  （₀. ₀₂₁） 受託銀行分は、運用財産の管理、投信会社からの指図の実行の対価

売買委託手数料  ― ― 売買委託手数料＝期中の売買委託手数料／期中の平均受益権総口数 
売買委託手数料は、有価証券等の売買の際、売買仲介人に支払う手数料

有価証券取引税  ― ― 有価証券取引税＝期中の有価証券取引税／期中の平均受益権口数 
有価証券取引税は、有価証券の取引の都度発生する取引に関する税金

その他費用  ₁₆   ₀. ₁₃₂  その他費用＝期中のその他費用／期中の平均受益権口数
（保管費用）  （₈）  （₀. ₀₆₃） 保管費用は、海外における保管銀行等に支払う有価証券等の保管および資金の送金・資産の移転等に要する費用
（監査費用）  （₀）  （₀. ₀₀₄） 監査費用は、監査法人等に支払うファンドの監査に係る費用
（その他）  （₈）  （₀. ₀₆₅） 信託事務の処理等に関するその他の費用
合　　　　計  ₁₀₂   ₀. ₈₄₇  

（注 ₁ ） 期中の費用（消費税のかかるものは消費税を含む）は追加、解約によって受益権口数に変動があるため、項目の概要の簡便法により算出した結果です。なお、売買委託
手数料、有価証券取引税およびその他費用は、このファンドが組入れているマザーファンドが支払った金額のうち、このファンドに対応するものを含みます。

（注 ₂ ）金額欄は各項目ごとに円未満を四捨五入してあります。   
（注 ₃ ）比率欄は ₁ 万口当りのそれぞれの費用金額を期中の平均基準価額で除して₁₀₀を乗じたものです。   

■売買および取引の状況
親投資信託受益証券の設定・解約状況

（₂₀₁₄年₁₁月₁₃日から₂₀₁₅年 ₅ 月₁₂日まで）

決　算　期
第　₃₇   期　～　第　₄₂   期

設 定 解 約
口 数 金 額 口 数 金 額

ダイワ・イン
ド・ルピー債
マザーファンド

千口 千円 千口 千円

₉₉, ₄₃₈ ₁₇₉, ₂₅₂ ₃₈, ₀₈₀ ₆₈, ₀₀₅ 

（注）単位未満は切捨て。

■利害関係人との取引状況
　当作成期間（第37期～第42期）中における利害関係人
との取引はありません。
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ダイワ・インド・ルピー債オープン（毎月分配型）

■組入資産明細表
親投資信託残高

種 類 第₃₆期末 第　₄₂   期　末
口　　数 口　　数 評 価 額

千口 千口 千円
ダイワ・インド・ルピー債
マ ザ ー フ ァ ン ド ₁, ₀₆₀, ₅₅₉ ₁, ₁₂₁, ₉₁₇ ₂, ₀₁₂, ₁₅₈ 

（注）単位未満は切捨て。

■投資信託財産の構成
₂₀₁₅年 ₅ 月₁₂日現在

項 目 第 　₄₂　 期　 末
評　価　額 比　　 率

千円 ％
ダイワ・インド・ルピー債マザーファンド ₂, ₀₁₂, ₁₅₈ ₉₉. ₉ 

コ ー ル ・ ロ ー ン 等、 そ の 他 ₂, ₂₀₆ ₀. ₁ 

投 資 信 託 財 産 総 額 ₂, ₀₁₄, ₃₆₅ ₁₀₀. ₀ 
（注 ₁ ）評価額の単位未満は切捨て。
（注 ₂ ） 外貨建資産は、期末の時価を対顧客直物電信売買相場の仲値をもとに投資

信託協会が定める計算方法により算出されるレートで邦貨換算したもので
す。なお、 ₅ 月₁₂日における邦貨換算レートは、 ₁ アメリカ・ドル＝
₁₂₀. ₁₅円、 ₁ インド・ルピー＝₁. ₈₉円です。

（注 ₃ ） ダイワ・インド・ルピー債マザーファンドにおいて、第₄₂期末における外
貨建純資産（₂, ₀₁₂, ₄₇₂千円）の投資信託財産総額（₂, ₀₄₁, ₅₃₀千円）に対
する比率は、₉₈. ₆% です。

■ 投信会社（自社）による当ファンドの設定・解約およ
び保有状況
第₃₇期首
保有額

当作成期間中
設定額

当作成期間中
解約額

第₄₂期末
保有額 取引の理由

百万円 百万円 百万円 百万円

₂₂₇ ― ₄₈ ₁₇₉ 当初設定時におけ
る取得とその処分

（注 ₁ ）金額は元本ベース。
（注 ₂ ）単位未満は切捨て。

■特定資産の価格等の調査
　 　当ファンドの主要投資対象であるダイワ・インド・

ルピー債マザーファンドにおいて行なった取引のう
ち、投資信託および投資法人に関する法律により価格
等の調査が必要とされた資産の取引については、あず
さ監査法人へその調査を委託しました。対象期間中
（2014年₁₁月13日～2015年 ₅ 月₁₂日）に該当した取引
は、直物為替先渡取引が ₈ 件あり、該当取引について
は当該監査法人からの調査報告書を受領しました。

　 　なお、直物為替先渡取引については、取引の相手方
の名称、通貨の種類、売買の別、想定元本、満期日そ
の他当該取引の内容に関することについて調査を委託
しました。

■資産、負債、元本および基準価額の状況

項 目 第 ₃₇ 期 末 第 ₃₈ 期 末 第 ₃₉ 期 末 第 ₄₀ 期 末 第 ₄₁ 期 末 第 ₄₂ 期 末
（Ａ）資 産 1， 890， ₆34， 085円 1， 903， 598， 084円 2， 037， 031， 525円 2， 0₆4， ₆81， 349円 2， 072， ₆30， 232円 2， 014， 3₆5， 427円

コ ー ル ・ ロ ー ン 等 ₂, ₄₂₂, ₀₃₃  ₆, ₂₁₁, ₄₁₂  ₁₄, ₇₇₇, ₈₂₄  ₉, ₄₅₅, ₂₅₈  ₂, ₇₀₉, ₇₂₀  ₁, ₉₀₁, ₉₆₉
ダイワ・インド・ルピー債
マ ザ ー フ ァ ン ド（評価額） ₁, ₈₈₈, ₂₁₂, ₀₅₂  ₁, ₈₉₇, ₃₈₆, ₆₇₂  ₂, ₀₂₂, ₂₅₃, ₇₀₁  ₂, ₀₅₅, ₂₂₆, ₀₉₁  ₂, ₀₆₉, ₉₂₀, ₅₁₂  ₂, ₀₁₂, ₁₅₈, ₄₅₈
未 収 入 金 ―  ―  ―  ―  ―  ₃₀₅, ₀₀₀

（Ｂ）負 債 13， 574， ₆02  11， 929， 813  12， 3₆9， 034  12， 438， 797  12， 840， 583  13， 200， 9₆3
未 払 収 益 分 配 金 ₉, ₃₈₇, ₂₁₁  ₉, ₅₃₇, ₅₁₉  ₉, ₉₆₈, ₆₅₂  ₁₀, ₁₂₂, ₆₄₆  ₁₀, ₁₇₄, ₇₀₉  ₁₀, ₃₂₂, ₂₀₇
未 払 解 約 金 ₁, ₉₇₂, ₅₀₂  ―  ―  ―  ―  ₄₇₂, ₄₁₂
未 払 信 託 報 酬 ₂, ₂₀₂, ₅₇₂  ₂, ₃₆₆, ₇₄₇  ₂, ₃₆₁, ₆₃₂  ₂, ₂₆₄, ₇₄₁  ₂, ₅₉₉, ₉₂₈  ₂, ₃₂₇, ₃₉₁
そ の 他 未 払 費 用 ₁₂, ₃₁₇  ₂₅, ₅₄₇  ₃₈, ₇₅₀  ₅₁, ₄₁₀  ₆₅, ₉₄₆  ₇₈, ₉₅₃

（Ｃ）純 資 産 総 額（Ａ－Ｂ） 1， 877， 059， 483  1， 891， ₆₆8， 271  2， 024， ₆₆2， 491  2， 052， 242， 552  2， 059， 789， ₆49  2， 001， 1₆4， 4₆4
元 本 ₁, ₂₅₁, ₆₂₈, ₂₂₃  ₁, ₂₇₁, ₆₆₉, ₂₅₁  ₁, ₃₂₉, ₁₅₃, ₆₄₂  ₁, ₃₄₉, ₆₈₆, ₁₇₆  ₁, ₃₅₆, ₆₂₇, ₉₇₆  ₁, ₃₇₆, ₂₉₄, ₃₇₄
次 期 繰 越 損 益 金 ₆₂₅, ₄₃₁, ₂₆₀  ₆₁₉, ₉₉₉, ₀₂₀  ₆₉₅, ₅₀₈, ₈₄₉  ₇₀₂, ₅₅₆, ₃₇₆  ₇₀₃, ₁₆₁, ₆₇₃  ₆₂₄, ₈₇₀, ₀₉₀

（Ｄ）受 益 権 総 口 数 1， 5₆4， 535， 283口 1， 589， 58₆， 5₆8口 1， ₆₆1， 442， 057口 1， ₆87， 107， 724口 1， ₆95， 784， 974口 1， 720， 3₆7， 972口
1 万口当り基準価額（Ｃ／Ｄ） 11， 998円 11， 900円 12， 18₆円 12， 1₆4円 12， 147円 11， ₆32円

＊第₃₆期末における元本額は₁, ₂₅₂, ₉₈₃, ₉₆₃円、当作成期間（第₃₇期～第₄₂期）中における追加設定元本額は₁₉₆, ₄₀₁, ₆₅₄円、同解約元本額は₇₃, ₀₉₁, ₂₄₃円です。
＊第₄₂期末の計算口数当りの純資産額は₁₁, ₆₃₂円です。

（₂₀₁₄年₁₂月₁₂日）、（₂₀₁₅年 ₁ 月₁₃日）、（₂₀₁₅年 ₂ 月₁₂日）、（₂₀₁₅年 ₃ 月₁₂日）、（₂₀₁₅年 ₄ 月₁₃日）、（₂₀₁₅年 ₅ 月₁₂日）現在
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ダイワ・インド・ルピー債オープン（毎月分配型）

■損益の状況
第₃₇期  自 ₂₀₁₄年₁₁月₁₃日  至 ₂₀₁₄年₁₂月₁₂日　　第₃₉期  自 ₂₀₁₅年 ₁ 月₁₄日  至 ₂₀₁₅年 ₂ 月₁₂日　　第₄₁期  自 ₂₀₁₅年 ₃ 月₁₃日  至 ₂₀₁₅年 ₄ 月₁₃日
第₃₈期  自 ₂₀₁₄年₁₂月₁₃日  至 ₂₀₁₅年 ₁ 月₁₃日　　第₄₀期  自 ₂₀₁₅年 ₂ 月₁₃日  至 ₂₀₁₅年 ₃ 月₁₂日　　第₄₂期  自 ₂₀₁₅年 ₄ 月₁₄日  至 ₂₀₁₅年 ₅ 月₁₂日

項 目 第 ₃₇ 期 第 ₃₈ 期 第 ₃₉ 期 第 ₄₀ 期 第 ₄₁ 期 第 ₄₂ 期
（Ａ）配 当 等 収 益 103円 213円 ₆74円 185円 88円 112円

受 取 利 息 ₁₀₃  ₂₁₃  ₆₇₄  ₁₈₅  ₈₈  ₁₁₂
（Ｂ）有価証券売買損益 81， 242， 521  △ 2， 325， 405  59， 584， 832  8， 77₆， 015  9， 824， 535  △ 74， 919， 052

売 買 益 ₈₁, ₄₅₂, ₄₃₅  ₅₉₀, ₂₉₆  ₅₉, ₅₉₁, ₈₁₁  ₈, ₇₈₂, ₄₅₇  ₉, ₈₂₂, ₆₈₉  ₁₄₇, ₅₅₈
売 買 損 △ ₂₀₉, ₉₁₄  △ ₂, ₉₁₅, ₇₀₁  △ ₆, ₉₇₉  △ ₆, ₄₄₂  ₁, ₈₄₆  △ ₇₅, ₀₆₆, ₆₁₀

（Ｃ）信 託 報 酬 等 △ 2， 214， 889  △ 2， 379， 977  △ 2， 374， 835  △ 2， 277， 401  △ 2， ₆14， 4₆4  △ 2， 340， 398
（Ｄ）当 期 損 益 金（Ａ＋Ｂ＋Ｃ） 79， 027， 735  △ 4， 705， 1₆9  57， 210， ₆71  ₆， 498， 799  7， 210， 159  △ 77， 259， 338
（Ｅ）前期繰越損益金 311， 802， 927  37₆， 001， 20₆  352， 553， 851  399， 292， 473  394， 179， ₆4₆  389， 798， 224
（Ｆ）追加信託差損益金 243， 987， 809  258， 240， 502  295， 712， 979  30₆， 887， 750  311， 94₆， 577  322， ₆53， 411

（配 当 等 相 当 額）（ ₄₆₉, ₀₇₂, ₆₆₁） （ ₄₈₈, ₃₂₃, ₄₄₉） （ ₅₃₇, ₃₆₇, ₄₈₅） （ ₅₅₂, ₄₄₅, ₀₇₅） （ ₅₅₈, ₉₀₀, ₃₉₂） （ ₅₇₄, ₃₀₁, ₆₃₂）
（売 買 損 益 相 当 額）（△ ₂₂₅, ₀₈₄, ₈₅₂） （△ ₂₃₀, ₀₈₂, ₉₄₇） （△ ₂₄₁, ₆₅₄, ₅₀₆） （△ ₂₄₅, ₅₅₇, ₃₂₅） （△ ₂₄₆, ₉₅₃, ₈₁₅） （△ ₂₅₁, ₆₄₈, ₂₂₁）

（Ｇ）合 計（Ｄ＋Ｅ＋Ｆ） ₆34， 818， 471  ₆29， 53₆， 539  705， 477， 501  712， ₆79， 022  713， 33₆， 382  ₆35， 192， 297
（Ｈ）収 益 分 配 金 △ 9， 387， 211  △ 9， 537， 519  △ 9， 9₆8， ₆52  △ 10， 122， ₆4₆  △ 10， 174， 709  △ 10， 322， 207

次 期 繰 越 損 益 金（Ｇ＋Ｈ） ₆25， 431， 2₆0  ₆19， 999， 020  ₆95， 508， 849  702， 55₆， 37₆  703， 1₆1， ₆73  ₆24， 870， 090
追 加 信 託 差 損 益 金 ₂₄₃, ₉₈₇, ₈₀₉  ₂₅₈, ₂₄₀, ₅₀₂  ₂₉₅, ₇₁₂, ₉₇₉  ₃₀₆, ₈₈₇, ₇₅₀  ₃₁₁, ₉₄₆, ₅₇₇  ₃₂₂, ₆₅₃, ₄₁₁

（配 当 等 相 当 額）（ ₄₆₉, ₀₇₂, ₆₆₁） （ ₄₈₈, ₃₂₃, ₄₄₉） （ ₅₃₇, ₃₆₇, ₄₈₅） （ ₅₅₂, ₄₄₅, ₀₇₅） （ ₅₅₈, ₉₀₀, ₃₉₂） （ ₅₇₄, ₃₀₁, ₆₃₂）
（売 買 損 益 相 当 額）（△ ₂₂₅, ₀₈₄, ₈₅₂） （△ ₂₃₀, ₀₈₂, ₉₄₇） （△ ₂₄₁, ₆₅₄, ₅₀₆） （△ ₂₄₅, ₅₅₇, ₃₂₅） （△ ₂₄₆, ₉₅₃, ₈₁₅） （△ ₂₅₁, ₆₄₈, ₂₂₁）
分 配 準 備 積 立 金 ₃₈₁, ₄₄₃, ₄₅₁  ₃₇₅, ₈₁₄, ₁₁₀  ₃₉₉, ₇₉₅, ₈₇₀  ₃₉₈, ₃₁₈, ₁₅₀  ₃₉₇, ₁₃₂, ₁₈₇  ₃₉₄, ₅₇₂, ₀₉₅
繰 越 損 益 金 ―  △ ₁₄, ₀₅₅, ₅₉₂  ―  △ ₂, ₆₄₉, ₅₂₄  △ ₅, ₉₁₇, ₀₉₁  △ ₉₂, ₃₅₅, ₄₁₆

（注 ₁ ）信託報酬等には信託報酬に対する消費税等相当額を含めて表示しております。
（注 ₂ ）追加信託差損益金とは、追加信託金と元本との差額をいい、元本を下回る場合は損失として、上回る場合は利益として処理されます。
（注 ₃ ）収益分配金の計算過程は「収益分配金の計算過程（総額）」の表を参照。

■収益分配金の計算過程（総額）
項 目 第 ₃₇ 期 第 ₃₈ 期 第 ₃₉ 期 第 ₄₀ 期 第 ₄₁ 期 第 ₄₂ 期

（ａ）経 費 控 除 後 の 配 当 等 収 益 ₁₀, ₄₉₀, ₈₂₃円 ₉, ₃₅₀, ₄₂₃円 ₁₀, ₉₃₂, ₀₈₄円 ₉, ₁₄₈, ₃₂₃円 ₁₀, ₄₈₇, ₆₉₅円 ₉, ₂₀₀, ₄₁₇円
（ｂ）経費控除後の有価証券売買等損益 ₆₈, ₅₃₆, ₉₁₂  ₀ ₃₂, ₅₈₀, ₆₂₈  ₀  ₀  ₀
（ｃ）収 益 調 整 金 ₄₆₉, ₀₇₂, ₆₆₁ ₄₈₈, ₃₂₃, ₄₄₉ ₅₃₇, ₃₆₇, ₄₈₅ ₅₅₂, ₄₄₅, ₀₇₅ ₅₅₈, ₉₀₀, ₃₉₂ ₅₇₄, ₃₀₁, ₆₃₂
（ｄ）分 配 準 備 積 立 金 ₃₁₁, ₈₀₂, ₉₂₇ ₃₇₆, ₀₀₁, ₂₀₆ ₃₆₆, ₂₅₁, ₈₁₀ ₃₉₉, ₂₉₂, ₄₇₃ ₃₉₆, ₈₁₉, ₂₀₁ ₃₉₅, ₆₉₃, ₈₈₅
（ｅ）当期分配対象額（ａ＋ｂ＋ｃ＋ｄ） ₈₅₉, ₉₀₃, ₃₂₃ ₈₇₃, ₆₇₅, ₀₇₈ ₉₄₇, ₁₃₂, ₀₀₇ ₉₆₀, ₈₈₅, ₈₇₁ ₉₆₆, ₂₀₇, ₂₈₈ ₉₇₉, ₁₉₅, ₉₃₄
（ｆ）分 配 金 ₉, ₃₈₇, ₂₁₁ ₉, ₅₃₇, ₅₁₉ ₉, ₉₆₈, ₆₅₂ ₁₀, ₁₂₂, ₆₄₆ ₁₀, ₁₇₄, ₇₀₉ ₁₀, ₃₂₂, ₂₀₇
（ｇ）翌期繰越分配対象額（ｅ－ｆ） ₈₅₀, ₅₁₆, ₁₁₂ ₈₆₄, ₁₃₇, ₅₅₉ ₉₃₇, ₁₆₃, ₃₅₅ ₉₅₀, ₇₆₃, ₂₂₅ ₉₅₆, ₀₃₂, ₅₇₉ ₉₆₈, ₈₇₃, ₇₂₇
（ｈ）受 益 権 総 口 数 ₁, ₅₆₄, ₅₃₅, ₂₈₃口 ₁, ₅₈₉, ₅₈₆, ₅₆₈口 ₁, ₆₆₁, ₄₄₂, ₀₅₇口 ₁, ₆₈₇, ₁₀₇, ₇₂₄口 ₁, ₆₉₅, ₇₈₄, ₉₇₄口 ₁, ₇₂₀, ₃₆₇, ₉₇₂口
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ダイワ・インド・ルピー債オープン（毎月分配型）

【本資料は、受益者のみなさまにファンドの運用状況をお知らせするためのものであり、投資の勧誘を目的としたものではありません。】

収 益 分 配 金 の お 知 ら せ

1 万 口 当 り 分 配 金
第37期 第38期 第39期 第40期 第41期 第42期
₆0円 ₆0円 ₆0円 ₆0円 ₆0円 ₆0円

（単　　価） （11， 998円）（11， 900円）（12， 18₆円）（12， 1₆4円）（12， 147円）（11， ₆32円）
●〈分配金再投資コース〉をご利用の方の税引き分配金は、上記（　）内の基準価額に基づいて自動的に再投資いたしました。

《お知らせ》
●運用報告書（全体版）の電子交付について

　2014年12月 1 日施行の法改正により、運用報告書は「交付運用報告書」と「運用報告書（全体版）」（本書）の 2 種類になりま
したが、「運用報告書（全体版）」については、交付に代えて電子交付する旨を信託約款に定めました。

●書面決議手続きの改正について
　重大な約款変更や繰上償還の際に行なう書面決議について、2014年12月 1 日施行の法改正により以下の点が変更されたことに
伴い、信託約款の該当箇所の変更を行ないました。
・ 書面決議の可決要件が、「受益者の半数以上の賛成かつ受益者の保有する議決権の 3 分の 2 以上の賛成を得ること」から「受益

者の保有する議決権の 3 分の 2 以上の賛成を得ること」に変更されました。
・ 投資信託の併合を行なう際、すべての場合で書面決議が必要とされてきましたが、その併合が受益者の利益に及ぼす影響が軽

微なものであるときは、当該併合に関する書面決議が不要となりました。
・ 書面決議に反対した受益者による受益権買取請求の規定について、一部解約請求に応じる投資信託（当ファンドは該当します。）

には適用されなくなりました。

分配金の課税上の取扱いについて
・分配金には、課税扱いとなる「普通分配金」と、非課税扱いとなる「元本払戻金（特別分配金）」があります。
・分配落ち後の基準価額が個別元本と同額または個別元本を上回る場合には、分配金の全額が普通分配金となります。
・分配落ち後の基準価額が個別元本を下回る場合には、下回る部分の額が元本払戻金（特別分配金）、残りの額が普通分配金です。
・元本払戻金（特別分配金）が発生した場合は、分配金発生時における個々の受益者の個別元本から当該元本払戻金（特別分配金）

を控除した額が、その後の個々の受益者の個別元本となります。
・普通分配金については、20. 315％（所得税₁₅％、復興特別所得税0. 315％および地方税 ₅ ％）の税率による源泉徴収が行なわれ、申

告不要制度が適用されます。なお、確定申告を行ない、申告分離課税または総合課税（配当控除の適用はありません。）を選択する
こともできます。　　

・法人の受益者の場合、税率が異なります。
・税法が改正された場合等には、上記の内容が変更になることがあります。くわしくは、販売会社にお問い合わせください。
・課税上の取扱いの詳細につきましては、税務専門家等にご確認されることをお勧めします。

　当ファンドは少額投資非課税制度「ＮＩＳＡ（ニーサ）」の適用対象です。非課税口座における取扱いについては販売会社にお問い
合わせください。
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ダイワ・インド・ルピー債マザーファンド

■組入資産明細表
　下記は、2015年 5 月12日現在におけるダイワ・インド・ルピー債マザーファンド（1， 13₆， 772千口）の内容です。

（1）外国（外貨建）公社債（通貨別）
₂₀₁₅年 ₅ 月₁₂日現在

区 分 額　面　金　額
評 価 額

組入比率
うちＢＢ格
以 下 組 入
比 率

残 存 期 間 別 組 入 比 率
外 貨 建 金 額 邦貨換算金額 ₅ 年以上 ₂ 年以上 ₂ 年未満

千アメリカ・ドル 千アメリカ・ドル 千円 ％ ％ ％ ％ ％
ア メ リ カ ₇₄₅ ₇₉₂ ₉₅, ₁₇₀ ₄. ₇ ― ₂. ₀ ₁. ₃ ₁. ₅ 

千インド・ルピー 千インド・ルピー
イ ン ド ₉₅₅, ₀₀₀ ₉₈₄, ₃₆₉ ₁, ₈₆₀, ₄₅₈ ₉₁. ₃ ― ₇₈. ₇ ₇. ₈ ₄. ₇ 

合 計 ― ― ₁, ₉₅₅, ₆₂₉ ₉₅. ₉ ― ₈₀. ₇ ₉. ₁ ₆. ₂ 

（注 ₁ ） 邦貨換算金額は、₂₀₁₅年 ₅ 月₁₂日現在の時価を対顧客直物電信売買相場の仲値をもとに投資信託協会が定める計算方法により算出されるレートで邦貨換算したもので
す。

（注 ₂ ）組入比率は、純資産総額に対する評価額の割合。
（注 ₃ ）額面金額、評価額の単位未満は切捨て。

■ダイワ・インド・ルピー債マザーファンドの主要な売買銘柄
公　 社　 債

（₂₀₁₄年₁₁月₁₃日から₂₀₁₅年 ₅ 月₁₂日まで）
買　　　　　　　　　　　付 売　　　　　　　　　　　付

銘 柄 金 額 銘 柄 金 額
千円 千円

India Government Bond（インド） ₉. ₂₃% ₂₀₄₃/₁₂/₂₃ ₁₁₂, ₀₈₃ INTL.  FIN.  CORP. （国際機関） ₆. ₃% ₂₀₂₄/₁₁/₂₅ ₂₃₅, ₇₁₀ 
Power Grid Corp of India Ltd（インド） ₉. ₃% ₂₀₂₉/₉/₄ ₁₀₅, ₂₉₁ Power Grid Corp of India Ltd（インド） ₉. ₃% ₂₀₂₉/₉/₄ ₁₀₅, ₅₃₈ 
NTPC Ltd（インド） ₉. ₁₇% ₂₀₂₄/₉/₂₂ ₁₀₂, ₄₆₅ INTL.  BK.  RECON&DEVELOPMENT（国際機関） ₂. ₁₂₅% ₂₀₂₃/₂/₁₃ ₅, ₉₉₇ 
EXPORT IMPORT BANK OF INDIA（インド） ₈. ₁₅% ₂₀₃₀/₁/₂₁ ₉₇, ₅₆₅ 
INTL.  FIN.  CORP. （国際機関） ₇. ₈% ₂₀₁₉/₆/₃ ₄₀, ₀₁₀ 
INTL.  FIN.  CORP. （国際機関） ₆. ₄₅% ₂₀₁₈/₁₀/₃₀ ₂₈, ₃₅₀ 
INTL.  FIN.  CORP. （国際機関） ₆. ₃% ₂₀₂₄/₁₁/₂₅ ₁₅, ₈₁₄ 
ICICI Bank Ltd/Hong Kong（インド） ₅. ₇₅% ₂₀₂₀/₁₁/₁₆ ₁₃, ₄₄₁ 
Bank of India/London（インド） ₄. ₇₅% ₂₀₁₅/₉/₃₀ ₁₂, ₃₄₄ 
INTL.  BK.  RECON&DEVELOPMENT（国際機関） ₂. ₁₂₅% ₂₀₁₆/₃/₁₅ ₅, ₅₃₈ 

（注 ₁ ）金額は受渡し代金（経過利子分は含まれておりません）。
（注 ₂ ）単位未満は切捨て。

＜補足情報＞
　当ファンド（ダイワ・インド・ルピー債オープン（毎月分配型））が投資対象としている「ダイワ・インド・ルピー
債マザーファンド」の決算日（2014年11月12日）と当ファンドの決算日が異なっておりますので、当ファンドの第42期
の決算日（2015年 ₅ 月₁₂日）現在におけるダイワ・インド・ルピー債マザーファンドの組入資産の内容等を ₉ ～₁₀ペー
ジに併せて掲載いたしました。
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ダイワ・インド・ルピー債マザーファンド

（2）外国（外貨建）公社債（銘柄別）
₂₀₁₅年 ₅ 月₁₂日現在

区 分 銘 柄 種　類 年利率 額 面 金 額 評 価 額 償還年月日外 貨 建 金 額 邦貨換算金額
％ 千アメリカ・ドル 千アメリカ・ドル 千円

アメリカ INTL.  BK.  RECON&DEVELOPMENT 特殊債券 ₂. ₁₂₅₀ ₄₅ ₄₅ ₅, ₄₈₆ ₂₀₁₆/₀₃/₁₅ 
Oil India Ltd 社 債 券 ₅. ₃₇₅₀ ₂₀₀ ₂₁₈ ₂₆, ₂₉₅ ₂₀₂₄/₀₄/₁₇ 
ICICI Bank Ltd/Hong Kong 社 債 券 ₅. ₇₅₀₀ ₁₀₀ ₁₁₂ ₁₃, ₅₂₂ ₂₀₂₀/₁₁/₁₆ 
ICICI Bank Ltd/Dubai 社 債 券 ₄. ₇₀₀₀ ₂₀₀ ₂₁₂ ₂₅, ₅₃₃ ₂₀₁₈/₀₂/₂₁ 
Bank of India/London 社 債 券 ₄. ₇₅₀₀ ₂₀₀ ₂₀₂ ₂₄, ₃₃₃ ₂₀₁₅/₀₉/₃₀ 

通貨小計
銘 柄 数 ₅銘柄 

金　 額 ₇₄₅ ₇₉₂ ₉₅, ₁₇₀ 
％ 千インド・ルピー 千インド・ルピー 千円

インド India Government Bond 国債証券 ₈. ₇₉₀₀ ₁₀₀, ₀₀₀ ₁₀₃, ₅₂₂ ₁₉₅, ₆₅₆ ₂₀₂₁/₁₁/₀₈ 
India Government Bond 国債証券 ₉. ₁₅₀₀ ₅₀, ₀₀₀ ₅₃, ₇₃₇ ₁₀₁, ₅₆₂ ₂₀₂₄/₁₁/₁₄ 
India Government Bond 国債証券 ₈. ₀₇₀₀ ₅₀, ₀₀₀ ₅₀, ₀₃₆ ₉₄, ₅₆₈ ₂₀₁₇/₀₇/₀₃ 
India Government Bond 国債証券 ₈. ₃₃₀₀ ₅₀, ₀₀₀ ₅₁, ₁₉₆ ₉₆, ₇₆₀ ₂₀₂₆/₀₇/₀₉ 
India Government Bond 国債証券 ₈. ₉₇₀₀ ₁₅₀, ₀₀₀ ₁₆₁, ₈₃₂ ₃₀₅, ₈₆₂ ₂₀₃₀/₁₂/₀₅ 
India Government Bond 国債証券 ₇. ₁₆₀₀ ₁₀₀, ₀₀₀ ₉₄, ₉₇₆ ₁₇₉, ₅₀₄ ₂₀₂₃/₀₅/₂₀ 
India Government Bond 国債証券 ₈. ₃₂₀₀ ₅₀, ₀₀₀ ₅₁, ₂₉₀ ₉₆, ₉₃₈ ₂₀₃₂/₀₈/₀₂ 
India Government Bond 国債証券 ₈. ₂₈₀₀ ₁₀₀, ₀₀₀ ₁₀₂, ₁₅₀ ₁₉₃, ₀₆₃ ₂₀₂₇/₀₉/₂₁ 
India Government Bond 国債証券 ₈. ₃₀₀₀ ₅₀, ₀₀₀ ₅₁, ₇₆₁ ₉₇, ₈₂₈ ₂₀₄₂/₁₂/₃₁ 
India Government Bond 国債証券 ₉. ₂₃₀₀ ₅₀, ₀₀₀ ₅₇, ₁₂₅ ₁₀₇, ₉₆₆ ₂₀₄₃/₁₂/₂₃ 
EXPORT IMPORT BANK OF INDIA 特殊債券 ₈. ₁₅₀₀ ₅₀, ₀₀₀ ₄₈, ₈₃₇ ₉₂, ₃₀₁ ₂₀₃₀/₀₁/₂₁ 
INTL.  FIN.  CORP. 特殊債券 ₆. ₃₀₀₀ ₂₁, ₀₀₀ ₁₉, ₇₄₉ ₃₇, ₃₂₆ ₂₀₂₄/₁₁/₂₅ 
INTL.  FIN.  CORP. 特殊債券 ₇. ₈₀₀₀ ₁₉, ₀₀₀ ₁₉, ₆₉₉ ₃₇, ₂₃₂ ₂₀₁₉/₀₆/₀₃ 
INTL.  FIN.  CORP. 特殊債券 ₆. ₄₅₀₀ ₁₅, ₀₀₀ ₁₄, ₈₈₁ ₂₈, ₁₂₆ ₂₀₁₈/₁₀/₃₀ 
NTPC Ltd 社 債 券 ₉. ₁₇₀₀ ₅₀, ₀₀₀ ₅₂, ₈₉₈ ₉₉, ₉₇₇ ₂₀₂₄/₀₉/₂₂ 
RURAL ELECTRIFICATION CORP LTD 社 債 券 ₉. ₂₈₀₀ ₅₀, ₀₀₀ ₅₀, ₆₇₈ ₉₅, ₇₈₂ ₂₀₁₇/₀₂/₁₅ 

通貨小計
銘 柄 数 ₁₆銘柄 

金　 額 ₉₅₅, ₀₀₀ ₉₈₄, ₃₆₉ ₁, ₈₆₀, ₄₅₈ 

合 計
銘 柄 数 ₂₁銘柄 

金　 額 ₁, ₉₅₅, ₆₂₉ 
（注 ₁ ） 邦貨換算金額は、2015年 ₅ 月12日現在の時価を対顧客直物電信売買相場の仲値をもとに投資信託協会が定める計算方法により算出されるレートで邦貨換算したもので

す。
（注 ₂ ）額面金額、評価額の単位未満は切捨て。

（3）直物為替先渡取引残高
₂₀₁₅年 ₅ 月₁₂日現在

種 類
取　引　契　約　残　高

想　定　元　本　額
買　　建 売　　建

百万円 百万円

直 物 為 替 先 渡 取 引 99 ―
（注 ₁ ）インド・ルピー（対象通貨）の買建および売建の金額です。
（注 ₂ ）単位未満は切捨て。

■直物為替先渡取引（ご参考）
（₂₀₁₄年₁₁月₁₃日から₂₀₁₅年 ₅ 月₁₂日まで）

種 類 取 引 契 約 金 額
買　　建 売　　建

百万円 百万円

直 物 為 替 先 渡 取 引 ₄₆₄ ₃
（注 ₁ ）インド・ルピー（対象通貨）の買建および売建の金額です。
（注 ₂ ）単位未満は切捨て。
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ダイワ・インド・ルピー債マザーファンド

運用報告書　第 3 期　（決算日　2014年11月12日）

（計算期間　₂₀₁₃年₁₁月₁₃日～₂₀₁₄年₁₁月₁₂日）

　ダイワ・インド・ルピー債マザーファンドの第 ₃ 期にかかる運用状況をご報告申し上げます。

★当ファンドの仕組みは次の通りです。

運 用 方 針 信託財産の着実な成長と安定した収益の確保をめざして運用を行ないます。

主要投資対象

イ．インド・ルピー建ての債券
ロ ．インド・ルピー以外の通貨建ての債券のうち、次のもの
　ⅰ ．インドの政府、政府関係機関および企業が発行する債券
　ⅱ．国際機関等が発行する債券
　　※ 以下、イ．およびロ．の債券を総称して「インド債券等」といいます。

運 用 方 法

①主として、インド債券等に投資することにより信託財産の着実な成長と安定した収益の確保
をめざして運用を行ないます。
②運用にあたっては、以下の方針を基本とします。
　イ．投資対象は、次の債券とします。
　　ⅰ．インド・ルピー建ての債券
　　ⅱ．インド・ルピー以外の通貨建ての債券のうち、次のもの
　　　ａ．インドの政府、政府関係機関および企業（※）が発行する債券
　　　ｂ．国際機関等が発行する債券
　　　 （※ ）インドの企業とは、インド国内に本社を置いている企業等、委託会社がインドの

企業であると判断した企業とします。
　　　 （注 ）国際機関等が発行する債券への投資割合は、投資枠の獲得状況等によって高くな

る場合があります。
　ロ ．インド・ルピー以外の通貨建ての債券に投資する場合、原則として、為替予約取引およ

び直物為替先渡取引等を活用し、実質的にインド・ルピー建てとなるように為替取引を行
ないます。

　ハ．金利や物価の動向、経済情勢や市場環境等を勘案し、ポートフォリオを構築します。
③外貨建資産の運用にあたっては、ダイワ・ポートフォリオ・アドバイザリー（インド）プラ
イベート・リミテッドおよび SBI Funds Management Private Limited の助言を受けます。
④為替変動リスクを回避するための為替ヘッジは原則として行ないません。

株式組入制限 純資産総額の₁₀％以下

東京都千代田区丸の内一丁目 9 番 1 号
h t t p : / / w w w . d a i w a－a m . c o . j p /
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ダイワ・インド・ルピー債マザーファンド

年　 月　 日
基 準 価 額 イ ン ド

₁₀年国債
利 回 り

（参考指数）

イ ン ド ・ ル ピ ー
為 替 レ ー ト 公社債

組 入
比 率騰 落 率 （参考指数） 騰 落 率

円 ％ ％ 円 ％ ％
（期首）₂₀₁₃年₁₁月₁₂日 ₁₂, ₄₇₆ ― ₈. ₉₆ ₁. ₅₈ ― ₉₃. ₄

₁₁月末 ₁₃, ₁₆₄ ₅. ₅ ₈. ₇₃ ₁. ₆₅ ₄. ₄ ₉₃. ₆
₁₂月末 ₁₃, ₆₈₈ ₉. ₇ ₈. ₉₆ ₁. ₇₂ ₈. ₉ ₉₃. ₂

₂₀₁₄年 ₁ 月末 ₁₃, ₃₃₇ ₆. ₉ ₈. ₈₂ ₁. ₆₆ ₅. ₁ ₉₄. ₆
₂ 月末 ₁₃, ₃₅₂ ₇. ₀ ₈. ₉₂ ₁. ₆₆ ₅. ₁ ₉₄. ₆
₃ 月末 ₁₄, ₁₅₂ ₁₃. ₄ ₈. ₈₀ ₁. ₇₃ ₉. ₅ ₉₅. ₄
₄ 月末 ₁₄, ₁₄₁ ₁₃. ₃ ₈. ₈₃ ₁. ₇₁ ₈. ₂ ₉₆. ₆
₅ 月末 ₁₄, ₇₂₆ ₁₈. ₀ ₈. ₆₇ ₁. ₇₄ ₁₀. ₁ ₉₆. ₅
₆ 月末 ₁₄, ₄₉₅ ₁₆. ₂ ₈. ₇₅ ₁. ₇₀ ₇. ₆ ₉₇. ₅
₇ 月末 ₁₄, ₈₅₆ ₁₉. ₁ ₈. ₅₁ ₁. ₇₃ ₉. ₅ ₉₇. ₅
₈ 月末 ₁₄, ₉₂₀ ₁₉. ₆ ₈. ₅₆ ₁. ₇₃ ₉. ₅ ₉₆. ₄
₉ 月末 ₁₅, ₇₀₇ ₂₅. ₉ ₈. ₄₉ ₁. ₈₀ ₁₃. ₉ ₉₆. ₉
₁₀月末 ₁₆, ₀₇₄ ₂₈. ₈ ₈. ₂₉ ₁. ₈₀ ₁₃. ₉ ₉₆. ₉

（期末）₂₀₁₄年₁₁月₁₂日 ₁₇, ₁₅₅ ₃₇. ₅ ₈. ₁₉ ₁. ₉₀ ₂₀. ₃ ₉₆. ₅
（注）騰落率は期首比。

期 別
基 準 価 額 イ ン ド

₁₀年国債
利 回 り

（参考指数）

インド・ルピー
為 替 レ ー ト 公社債

組 入
比 率

純資産
期　中
騰落率 （参考指数） 期　中

騰落率
円 ％ ％ 円 ％ ％ 百万円

₁ 期末（₂₀₁₂年₁₁月₁₂日） ₁₁, ₁₇₇ ₁₁. ₈ ₈. ₂₂ ₁. ₄₇ △ ₄. ₅ ₉₃. ₃ ₄₉₀
₂ 期末（₂₀₁₃年₁₁月₁₂日） ₁₂, ₄₇₆ ₁₁. ₆ ₈. ₉₆ ₁. ₅₈ ₇. ₅ ₉₃. ₄ ₁, ₅₀₇ 
₃ 期末（₂₀₁₄年₁₁月₁₂日） ₁₇, ₁₅₅ ₃₇. ₅ ₈. ₁₉ ₁. ₉₀ ₂₀. ₃ ₉₆. ₅ ₁, ₈₂₀ 

（注 ₁ ） 為替レートは、計算日における対顧客直物電信売買相場の仲値をもとに投資
信託協会が定める計算方法により算出されるレートを採用しています。

（注 ₂ ） 公社債組入比率は新株予約権付社債券（転換社債券）および債券先物を除き
ます。

■設定以来の運用実績

■当期中の基準価額と市況の推移

《運用経過》
◆債券市況

インド債券市況を₁₀年債利回りで見ますと、₂₀₁₄年 ₄ 月から ₅ 月
にかけて行なわれた総選挙までは ₈ ％台後半でもみ合いましたが、
総選挙以降の債券市況は金利低下しました。

インド経済はインフレ率が高水準で高止まっていたため、ＲＢＩ
（インド準備銀行）はインフレの鎮静に軸足を置いた金融引締め政
策を採りました。₂₀₁₄年 ₁ 月には政策金利を₀. ₂₅％ポイント引上げ
て₈. ₀₀％にしたほか、 ₄ 月のＭＰＣ（金融政策決定会合）では天候
不順により食料品価格が上昇するリスクがあるとし、インフレ警戒
姿勢にあることを市場に伝えました。こうした中で利回りは ₉ ％に
達する局面も見られましたが、実体経済の減速、将来のインフレ鎮
静期待などが金利上昇の歯止めとなりました。

₄ 月から ₅ 月にかけては総選挙が行なわれ、野党のＢＪＰ（イン
ド人民党）が単独過半数の議席を獲得して勝利を収めました。首相
には、インド北西部のグジャラート州首相時に経済政策で実績を挙
げたナレンドラ・モディ氏が就任しました。同氏は規制緩和や外資
導入、補助金削減などの経済改革政策を矢継ぎ早に打ち出し、新政
府の経済政策運営は幅広い投資家層から支持され、インド経済の将
来性に対する見方が大きく改善されました。債券市場では、外国人
投資家からの記録的な資金流入が続き、 ₉ 月には、格付会社スタン
ダード・アンド・プアーズがインドの格付け見通しを「ネガティブ」
から「安定的」に引上げ、投資家の信頼感の改善につながりまし
た。また、需給の好転に加えて、高止まりしていたインフレ率が原
油安などにより沈静化し始めたことも、金利低下材料となりまし
た。ＲＢＩは政策金利の据え置きを続けましたが、市場はインフレ
が落ち着きつつあることによって金融政策の自由度が増したとの見
方を強め、利下げ観測が台頭し始めたことも金利低下の材料となり
ました。

設定以来の基準価額の推移
18, 000

16, 000

14, 000

12, 000

10, 000

8, 000

（円）

設　定
（11. 11. 16）

第 2期末
（13. 11. 12）

第 3期末
（14. 11. 12）

第 1期末
（12. 11. 12）

基準価額
債券市況の推移

9. 20

9. 00

8. 80

8. 60

8. 40

8. 20

8. 00

（％）

期　首 期　末

インド10年国債利回り
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ダイワ・インド・ルピー債マザーファンド

（2）直物為替先渡取引
（₂₀₁₃年₁₁月₁₃日から₂₀₁₄年₁₁月₁₂日まで）

種 類 取 引 契 約 金 額
買　　建 売　　建

百万円 百万円

直 物 為 替 先 渡 取 引 ₃, ₅₅₃ ₇₂₆ 

（注 ₁ ）インド・ルピー（対象通貨）の買建および売建の金額です。
（注 ₂ ）単位未満は切捨て。

為替市況の推移
2. 00

1. 90

1. 80

1. 70

1. 60

1. 50

（円）

期　首 期　末

インド・ルピー為替レート

■売買および取引の状況
（1）公　 社　 債

（₂₀₁₃年₁₁月₁₃日から₂₀₁₄年₁₁月₁₂日まで）
買 付 額 売 付 額

外
　
　
　
　
　
国

千アメリカ・ドル 千アメリカ・ドル

ア メ リ カ
特殊債券 ₆₈₇ ₃, ₂₀₆ 

（ ―） 

社 債 券 ₃, ₀₇₀ ₂, ₆₀₈ 
（ ―） 

千インド・ルピー 千インド・ルピー

イ ン ド
国債証券 ₂₂₉, ₉₉₅ ₁₉₈, ₂₁₀ 

（ ―） 

特殊債券 ₁₃₀, ₀₀₀ ₄₉, ₁₅₁ 
（ ―） 

（注 ₁ ）金額は受渡し代金（経過利子分は含まれておりません）。
（注 ₂ ）（　）内は償還による減少分で、上段の数字には含まれておりません。
（注 ₃ ）社債券には新株予約権付社債券（転換社債券）は含まれておりません。
（注 ₄ ）単位未満は切捨て。

◆為替相場

インド・ルピーは対円で上昇しました。
期首から₂₀₁₄年 ₁ 月までは、ＦＲＢ（米国連邦準備制度理事会）

が量的緩和の縮小を開始した影響で世界的に金融市場が不安定だっ
たことや、新興国経済に対する不透明感などから、インド・ルピー
は他の新興国通貨と同様に軟調に推移しました。しかし、先進国の
株式・債券市場が総じて安定していたことや総選挙での政権交代期
待等がインド・ルピーを下支えしました。また日本政府と日銀が足
並みをそろえてデフレ脱却のための政策対応に取り組む中、円は主
要通貨に対して下落基調となりました。特に₁₀月の日銀政策決定会
合で日銀が市場想定外の追加緩和を決定したことが円の急落を招
き、インド・ルピーの上昇要因となりました。

◆前期における「今後の運用方針」
当ファンドの商品性格に鑑み、主として、インド債券等に投資す

ることにより、信託財産の着実な成長と安定した収益の確保をめざ
して運用を行ないます。債券ポートフォリオにつきましては、イン
ド・ルピー建ての債券とインド・ルピー以外の通貨建ての債券に投
資します。インド・ルピー以外の通貨建て債券に投資する場合、原
則として、為替予約取引および直物為替先渡取引等を活用し、実質
的にインド・ルピー建てとなるように為替取引を行ないます。実際
の運用においては、政策金利の見通し、金融市場の動向、経済の
ファンダメンタルズなどを勘案し運用いたします。

◆運用経過と基準価額の推移
【運用経過】

期を通じてインド債券等に投資することにより、信託財産の着実な
成長と安定した収益の確保をめざして運用を行ないました。

債券ポートフォリオでは、インド・ルピー建債券と米ドル建債券を
高位に組入れました。インド・ルピー建債券では国債、国際機関債お
よび事業債に、米ドル建債券ではインド企業が発行する事業債と国際
機関債に、それぞれ分散投資しました。

なお、インド・ルピーへの実質的な投資比率を高位に保つため、保
有する米ドル建ての資産については直物為替先渡取引を行ないまし
た。

【基準価額変動の主な要因（プラス要因：（＋））】
（＋）投資している債券価格の上昇
（＋）投資している債券からの利息収入
（＋）投資している通貨の対円での上昇

【基準価額の推移】
期首：₁₂, ₄₇₆円　期末：₁₇, ₁₅₅円　騰落率：₃₇. ₅％

【基準価額変動の理由】
・債券市場では、金利が低下したことから債券価格が上昇し、基準価

額の値上がり要因になりました。

・利息収入については、安定的に基準価額の値上がりに寄与しまし
た。

・為替相場では、インド・ルピー高円安になったことが基準価額の値
上がり要因になりました。

《今後の運用方針》
　当ファンドの商品性格に鑑み、主として、インド債券等に投資するこ
とにより、信託財産の着実な成長と安定した収益の確保をめざして運用
を行ないます。債券ポートフォリオにつきましては、インド・ルピー建
ての債券とインド・ルピー以外の通貨建ての債券に投資します。イン
ド・ルピー以外の通貨建ての債券に投資する場合、原則として、為替予
約取引および直物為替先渡取引等を活用し、実質的にインド・ルピー建
てとなるように為替取引を行ないます。実際の運用においては、政策金
利の見通し、金融市場の動向、経済のファンダメンタルズなどを勘案し
運用いたします。
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ダイワ・インド・ルピー債マザーファンド

■組入資産明細表
（1）外国（外貨建）公社債（通貨別）

作 成 期 当 期 末

区 分 額　面　金　額
評 価 額

組入比率
うちＢＢ格
以 下 組 入
比 率

残 存 期 間 別 組 入 比 率
外 貨 建 金 額 邦貨換算金額 ₅ 年以上 ₂ 年以上 ₂ 年未満

千アメリカ・ドル 千アメリカ・ドル 千円 ％ ％ ％ ％ ％
ア メ リ カ ₅₅₀ ₅₈₀ ₆₇, ₂₄₆ ₃. ₇ ― ₁. ₇ ₁. ₃ ₀. ₇ 

千インド・ルピー 千インド・ルピー
イ ン ド ₈₈₀, ₀₀₀ ₈₈₉, ₁₈₁ ₁, ₆₈₉, ₄₄₄ ₉₂. ₈ ― ₈₂. ₃ ₁₀. ₅ ― 

合　　　計 ― ― ₁, ₇₅₆, ₆₉₁ ₉₆. ₅ ― ₈₄. ₀ ₁₁. ₈ ₀. ₇ 
（注 ₁ ）邦貨換算金額は、期末の時価を対顧客直物電信売買相場の仲値をもとに投資信託協会が定める計算方法により算出されるレートで邦貨換算したものです。
（注 ₂ ）組入比率は、純資産総額に対する評価額の割合。
（注 ₃ ）額面金額、評価額の単位未満は切捨て。

■主要な売買銘柄
公　 社　 債

（₂₀₁₃年₁₁月₁₃日から₂₀₁₄年₁₁月₁₂日まで）
当　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　期

買　　　　　　　　　　　付 売　　　　　　　　　　　付
銘 柄 金 額 銘 柄 金 額

千円 千円
INTL.  FIN.  CORP. （国際機関） ₆. ₃% ₂₀₂₄/₁₁/₂₅ ₂₄₇, ₀₀₀ India Government Bond（インド） ₈. ₀₇% ₂₀₁₇/₇/₃ ₂₅₃, ₅₉₈ 
India Government Bond（インド） ₈. ₂₈% ₂₀₂₇/₉/₂₁ ₁₅₉, ₅₀₆ INTL.  BK.  RECON&DEVELOPMENT（国際機関） ₁. ₁₂₅% ₂₀₁₄/₈/₂₅ ₁₂₄, ₁₂₆ 
India Government Bond（インド） ₇. ₁₆% ₂₀₂₃/₅/₂₀ ₁₄₈, ₀₂₂ India Government Bond（インド） ₈. ₉₇% ₂₀₃₀/₁₂/₅ ₈₆, ₇₉₃ 
India Government Bond（インド） ₈. ₃% ₂₀₄₂/₁₂/₃₁ ₈₂, ₆₆₂ EXPORT IMPORT BANK OF INDIA（インド） ₈. ₇₆% ₂₀₁₈/₁/₁₀ ₈₅, ₀₃₂ 
State Bank of India London（インド） ₃. ₂₅% ₂₀₁₈/₄/₁₈ ₇₀, ₈₇₈ State Bank of India London（インド） ₃. ₂₅% ₂₀₁₈/₄/₁₈ ₈₂, ₂₂₇ 
Oil India Ltd（インド） ₅. ₃₇₅% ₂₀₂₄/₄/₁₇ ₆₅, ₂₀₀ INTER-AMERICAN DEVELOPMENT BANK（国際機関） ₃% ₂₀₁₄/₄/₂₂ ₇₂, ₃₀₃ 
ICICI Bank Ltd/Dubai（インド） ₄. ₇% ₂₀₁₈/₂/₂₁ ₅₃, ₅₉₂ INTER-AMERICAN DEVELOPMENT BANK（国際機関） ₄. ₂₅% ₂₀₁₅/₉/₁₄ ₅₄, ₁₂₀ 
INTL.  BK.  RECON&DEVELOPMENT（国際機関） ₂. ₁₂₅% ₂₀₂₃/₂/₁₃ ₄₉, ₄₁₁ Oil India Ltd（インド） ₅. ₃₇₅% ₂₀₂₄/₄/₁₇ ₄₈, ₃₀₉ 
Bharti Airtel International Netherlands（オランダ） ₅. ₁₂₅% ₂₀₂₃/₃/₁₁ ₄₀, ₉₆₅ Bharti Airtel International Netherlands（オランダ） ₅. ₁₂₅% ₂₀₂₃/₃/₁₁ ₄₅, ₂₉₀ 
NTPC Ltd（インド） ₄. ₇₅% ₂₀₂₂/₁₀/₃ ₂₂, ₆₄₁ INTL.  BK.  RECON&DEVELOPMENT（国際機関） ₂. ₁₂₅% ₂₀₂₃/₂/₁₃ ₄₅, ₀₀₁ 

（注 ₁ ）金額は受渡し代金（経過利子分は含まれておりません）。
（注 ₂ ）単位未満は切捨て。

（2）外国（外貨建）公社債（銘柄別）
当 期 末

区 分 銘 柄 種　類 年利率 額 面 金 額 評 価 額 償還年月日外 貨 建 金 額 邦貨換算金額
％ 千アメリカ・ドル 千アメリカ・ドル 千円

アメリカ INTL.  BK.  RECON&DEVELOPMENT 特殊債券 ₂. ₁₂₅₀ ₅₀  ₄₉  ₅, ₇₇₁  ₂₀₂₃/₀₂/₁₃ 
Oil India Ltd 社 債 券 ₅. ₃₇₅₀ ₂₀₀  ₂₁₅  ₂₅, ₀₁₂  ₂₀₂₄/₀₄/₁₇ 
ICICI Bank Ltd/Dubai 社 債 券 ₄. ₇₀₀₀ ₂₀₀  ₂₁₂  ₂₄, ₅₅₇  ₂₀₁₈/₀₂/₂₁ 
Bank of India/London 社 債 券 ₄. ₇₅₀₀ ₁₀₀  ₁₀₂  ₁₁, ₉₀₄  ₂₀₁₅/₀₉/₃₀ 

通貨小計 銘柄数 ₄銘柄 
金　額 ₅₅₀ ₅₈₀ ₆₇, ₂₄₆ 
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ダイワ・インド・ルピー債マザーファンド

（3）直物為替先渡取引残高
₂₀₁₄年₁₁月₁₂日現在

種 類
取 引 契 約 残 高
想 定 元 本 額

買　　建 売　　建
百万円 百万円

直 物 為 替 先 渡 取 引 ₃₄₀ ₂₆₈ 

（注 ₁ ）インド・ルピー（対象通貨）の買建および売建の金額です。
（注 ₂ ）単位未満は切捨て。

当 期 末

区 分 銘 柄 種　類 年利率 額 面 金 額 評 価 額 償還年月日外 貨 建 金 額 邦貨換算金額
％ 千インド・ルピー 千インド・ルピー 千円

インド India Government Bond 国債証券 ₈. ₇₉₀₀ ₁₀₀, ₀₀₀ ₁₀₂, ₂₈₂ ₁₉₄, ₃₃₅ ₂₀₂₁/₁₁/₀₈ 
India Government Bond 国債証券 ₉. ₁₅₀₀ ₅₀, ₀₀₀ ₅₃, ₁₇₉ ₁₀₁, ₀₄₀ ₂₀₂₄/₁₁/₁₄ 
India Government Bond 国債証券 ₈. ₀₇₀₀ ₅₀, ₀₀₀ ₄₉, ₅₉₇ ₉₄, ₂₃₄ ₂₀₁₇/₀₇/₀₃ 
India Government Bond 国債証券 ₈. ₃₃₀₀ ₅₀, ₀₀₀ ₅₀, ₀₆₅ ₉₅, ₁₂₃ ₂₀₂₆/₀₇/₀₉ 
India Government Bond 国債証券 ₈. ₉₇₀₀ ₁₅₀, ₀₀₀ ₁₅₉, ₂₃₈ ₃₀₂, ₅₅₃ ₂₀₃₀/₁₂/₀₅ 
India Government Bond 国債証券 ₇. ₁₆₀₀ ₁₀₀, ₀₀₀ ₉₂, ₇₁₈ ₁₇₆, ₁₆₄ ₂₀₂₃/₀₅/₂₀ 
India Government Bond 国債証券 ₈. ₃₂₀₀ ₅₀, ₀₀₀ ₅₀, ₄₂₃ ₉₅, ₈₀₄ ₂₀₃₂/₀₈/₀₂ 
India Government Bond 国債証券 ₈. ₂₈₀₀ ₁₀₀, ₀₀₀ ₁₀₀, ₃₂₆ ₁₉₀, ₆₁₉ ₂₀₂₇/₀₉/₂₁ 
India Government Bond 国債証券 ₈. ₃₀₀₀ ₅₀, ₀₀₀ ₅₀, ₃₀₀ ₉₅, ₅₇₀ ₂₀₄₂/₁₂/₃₁ 
INTL.  FIN.  CORP. 特殊債券 ₆. ₃₀₀₀ ₁₃₀, ₀₀₀ ₁₃₀, ₂₉₁ ₂₄₇, ₅₅₃ ₂₀₂₄/₁₁/₂₅ 
RURAL ELECTRIFICATION CORP LTD 社 債 券 ₉. ₂₈₀₀ ₅₀, ₀₀₀ ₅₀, ₇₆₁ ₉₆, ₄₄₅ ₂₀₁₇/₀₂/₁₅ 

通貨小計 銘柄数 ₁₁銘柄 
金　額 ₈₈₀, ₀₀₀ ₈₈₉, ₁₈₁ ₁, ₆₈₉, ₄₄₄ 

合　計 銘柄数 ₁₅銘柄 
金　額 ₁, ₇₅₆, ₆₉₁ 

（注 ₁ ）邦貨換算金額は、期末の時価を対顧客直物電信売買相場の仲値をもとに投資信託協会が定める計算方法により算出されるレートで邦貨換算したものです。
（注 ₂ ）額面金額、評価額の単位未満は切捨て。

■投資信託財産の構成
₂₀₁₄年₁₁月₁₂日現在

項 目 当 期 末
評 価 額 比 率

千円 ％
公    社    債 ₁, ₇₅₆, ₆₉₁ ₈₄. ₆ 

コ ー ル ・ ロ ー ン 等、 そ の 他 ₃₁₉, ₉₁₆ ₁₅. ₄ 

投 資 信 託 財 産 総 額 ₂, ₀₇₆, ₆₀₇ ₁₀₀. ₀ 
（注 ₁ ）評価額の単位未満は切捨て。
（注 ₂ ） 外貨建資産は、期末の時価を対顧客直物電信売買相場の仲値をもとに投資

信託協会が定める計算方法により算出されるレートで邦貨換算したもので
す。なお、₁₁月₁₂日における邦貨換算レートは、 ₁ アメリカ・ドル＝
₁₁₅. ₈₁円、 ₁ インド・ルピー＝₁. ₉₀円です。

（注 ₃ ） 当期末における外貨建純資産（₁, ₈₁₈, ₆₈₀千円）の投資信託財産総額
（₂, ₀₇₆, ₆₀₇千円）に対する比率は、₈₇. ₆% です。
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ダイワ・インド・ルピー債マザーファンド

《約款変更のお知らせ》
●運用助言先の名称変更について
　当ファンドは、外貨建資産の運用にあたり「ダイワ・ア
セット・マネジメント（インド）プライベート・リミテッド」
の助言を受けていますが、当該助言会社の商号が「ダイワ・
ポートフォリオ・アドバイザリー（インド）プライベート・
リミテッド」に変更されたことを受けて、所要の約款変更を
行ないました。

■資産、負債、元本および基準価額の状況
₂₀₁₄年₁₁月₁₂日現在

項 目 当 期 末
（Ａ）資 産 2, 574, 303, 0₆₆円

コ ー ル  ・ ロ ー ン 等 ₁₁, ₂₇₉, ₉₁₃  
公 社 債（評価額） ₁, ₇₅₆, ₆₉₁, ₁₅₁  
未 収 入 金 ₇₅₆, ₈₈₇, ₀₉₁  
未 収 利 息 ₄₉, ₃₉₉, ₀₇₀  
前 払 費 用 ₄₅, ₈₄₁  

（Ｂ）負 債 753, ₆₆9, 897  
未 払 金 ₇₄₈, ₆₆₇, ₃₉₇  
未 払 解 約 金 ₅, ₀₀₂, ₅₀₀  

（Ｃ）純 資 産 総 額（Ａ－Ｂ） 1, 820, ₆33, 1₆9  
元 本 ₁, ₀₆₁, ₂₅₅, ₉₆₁  
次 期 繰 越 損 益 金 ₇₅₉, ₃₇₇, ₂₀₈  

（Ｄ）受 益 権 総 口 数 1, 0₆1, 255, 9₆1口
1 万口当り基準価額（Ｃ／Ｄ） 17, 155円

＊ 期首における元本額は₁, ₂₀₈, ₂₀₆, ₁₃₁円、当期中における追加設定元本額は
₄₈, ₂₉₃, ₂₆₉円、同解約元本額は₁₉₅, ₂₄₃, ₄₃₉円です。

＊ 当期末における当マザーファンドを投資対象とする投資信託の元本額は、イン
ド・ボンド・オープン（毎月決算型）₆₉₆, ₅₈₀円、ダイワ・インド・ルピー債
オープン（毎月分配型）₁, ₀₆₀, ₅₅₉, ₃₈₁円です。

＊当期末の計算口数当りの純資産額は₁₇, ₁₅₅円です。

■損益の状況
当期　自₂₀₁₃年₁₁月₁₃日　至₂₀₁₄年₁₁月₁₂日

項 目 当 期
（Ａ）配 当 等 収 益 12₆, 02₆, 107円

受 取 利 息 ₁₂₆, ₀₂₆, ₁₀₇  
（Ｂ）有価証券売買損益 373, 121, 910  

売 買 益 ₃₈₁, ₄₉₀, ₂₆₆  
売 買 損 △  ₈, ₃₆₈, ₃₅₆  

（Ｃ）先物取引等損益 29, 0₆2, 545  
取 引 益 ₄₄, ₉₈₇, ₅₇₂  
取 引 損 △ ₁₅, ₉₂₅, ₀₂₇  

（Ｄ）そ の 他 費 用 △ 2, 502, 089  
（Ｅ）当 期 損 益 金（Ａ＋Ｂ＋Ｃ＋Ｄ） 525, 708, 473  
（Ｆ）前 期 繰 越 損 益金 299, 132, 095  
（Ｇ）解 約 差 損 益 金 △  8₆, 3₆0, 0₆1  
（Ｈ）追加信託差損益金 20, 89₆, 701  
（Ｉ）合 計（Ｅ＋Ｆ＋Ｇ＋Ｈ） 759, 377, 208  

次期繰越損益金（Ｉ） 759, 377, 208  
（注 ₁ ） 解約差損益金とは、一部解約時の解約価額と元本との差額をいい、元本を

下回る場合は利益として、上回る場合は損失として処理されます。
（注 ₂ ） 追加信託差損益金とは、追加信託金と元本との差額をいい、元本を下回る

場合は損失として、上回る場合は利益として処理されます。

■ 1 万口当りの費用の明細
項 目 当　　　期

売買委託手数料 ―円

有価証券取引税 ―

その他費用 ₂₂
（保管費用） （ ₁₉）
（その他） （ ₃）

合 計 ₂₂
（注 ₁ ） 期中の費用（消費税のかかるものは消費税を含む）は追加、解約によって

受益権口数に変動があるため、簡便法により算出した結果です。費用の項
目および算出法については前掲の「 ₁ 万口当りの費用の明細」の項目の概
要をご参照ください。

（注 ₂ ） 各項目ごとに円未満は四捨五入してあります。
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